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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 5 月 13 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のと

おり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 18 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 757 △88 △90 

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 585 △233 △235 

増   減   額  ( Ｂ － Ａ ) △172 △145 △145 

増    減    率 （ ％ ） △22.7 － － 

前期（平成 17 年 3 月期）実績 479 △221 △271 

 

2. 修正の理由 

当社をとりまく SIP 市場は、次世代ネットワークのベースとなるプロトコルに SIP が採用されることで、急

速に拡大しつつありますが、当社が見込んでおりました市場拡大のスピードに対し、実際のスピードが

数ヶ月ほど遅れております。 

このため、今期後半に見込んでおりましたライセンス収入が来期以降にずれ込む可能性が高くなって

おります。 

これらの状況に鑑み、通期売上高につきましては、予想を下方修正(通期増減率△22.7％)いたしま

す。また、各利益につきましても、経費全般に対する予算執行を厳格化することで削減に努めてまいりま

すが、売上高の減少分をカバーするには至らないものと想定されることから、通期の予想を下方修正い

たします。 

なお、来期（平成 19 年３月期）の見通しに関しましては、正式には決算発表時に公表する予定です

が、携帯電話マーケットへの本格展開、CPU/OS ベンダーとの提携効果が具体的に見通せる状況と

なってきており、引き続いての確実な売上拡大と通年での黒字化を見込んでおります。 

 

(注) 

上記の業績予想等は、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今後の

様々な要因により業績予想とは異なる結果となる可能性がありますことをご承知おきください。 

以 上 


